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広報　　　広報　　　

今月の
表紙

特集 平成30年7月豪雨災害「矢掛町を襲った豪雨災害の記録」
県内外から多くのボランティアの皆さんにご参加いただきありがとうございます。
矢掛町へ温かい応援メッセージをいただきました。
がんばろう矢掛町！！



避難者数：791人（７月７日午前５時時点）
避難所８カ所開設
（矢掛小学校・美川小学校・三谷小学校・山田小
学校・川面小学校・Ｂ＆Ｇ海洋センター・小田小
学校・日妻公会堂）

【避難所の状況】

【7月5日～ 7日の降雨量と小田川水位の推移】

【小田川および支流河川の堤防４か所が決壊】

東川面地内小田川破堤箇所 江良地内小田川破堤箇所 本堀地内小田川破堤箇所 中地内原川破堤箇所

未
曾
有
の
大
災
害

　
７
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
降
り
続
い
た
豪
雨
。

　
７
月
６
日
午
後
10
時
40
分
に
は
、「
数
十
年
に
一
度
」

の
気
象
現
象
が
迫
っ
て
い
る
場
合
に
発
表
さ
れ
る
「
特
別

警
報
」
が
矢
掛
町
で
初
め
て
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
小
田
川

の
堤
防
が
３
か
所
と
中
地
内
の
支
流
の
堤
防
１
か
所
が
決

壊
。
矢
掛
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
７
月
９
日
に
は
災
害
救
助
法
、
７
月
24
日
に
は
激
甚

災
害
の
適
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
回
は
、
こ
の
度
の
災
害
の
記
録
を
写
真
と
あ
わ
せ
て

お
伝
え
し
ま
す
。
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矢掛観測所水位（ｍ）

平成30年7月豪雨災害平成30年7月豪雨災害
矢掛町を襲った豪雨災害の記録矢掛町を襲った豪雨災害の記録

本堀横断歩道橋上から南東方向を望む（7/7午後 撮影）

小田地内大正町付近（7/7午前 撮影） 中地内中村橋付近（7/7午前 撮影） 江良交差点北の歩道が崩落（7/7午前 撮影）

１階部分が浸かったコーポ小田（7/7午前 撮影）

【
災
害
発
生
時
か
ら
の
動
き
】

【
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５
日
】

午
前
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時
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分
　
大
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水
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６
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警
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（
土
砂
災
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）
発
表

午
後
10
時
50
分
　
避
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【
７
月
７
日
】

午
前
１
時
50
分
　
小
田
川
最
高
水
位
４
・
13
ｍ
を
記
録

午
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等
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午
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【
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午
後
１
時
50
分
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警
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情
報
解
除

午
後
２
時
30
分
　
町
災
害
対
策
本
部
会
議

午
後
６
時
46
分
　
避
難
所
を
一
部
閉
鎖
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矢
掛
小
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
日
妻

　
　
　
　
　
　
　
公
会
堂
の
３
カ
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に
）

【
７
月
９
日
】

午
前
４
時
25
分
　
大
雨
注
意
報
解
除

午
前
11
時
４
分
　
災
害
救
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法
の
適
用
が
決
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午
後
０
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全
域
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【矢掛町の被害状況】
○人的被害　軽傷者 1人
○住家被害（土砂災害含む）
　　　　　　床上　全壊 4件
　　　　　　　　　大規模半壊 19件
　　　　　　　　　半壊 184件
　　　　　　　　　一部損壊 8件
　　　　　　床下　一部損壊 42件
　※7月 31日現在 り災証明書発行件数
○公共施設　　中川小学校・中川保育園・中川公民館・
　　　　　　　東川面浄水場・矢掛浄化センター・
　　　　　　　中アクアセンター・小田駅舎・小田球場
○その他被害　道路199件、橋りょう5件、
　　　　　　　がけ崩れ76件、　河川被害 70件
　　　　　　　農地浸水 228・6ヘクタール
※その他、各地で店舗や事業所約 50件の浸水被害あり。
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【矢掛町の被害状況】
○人的被害　軽傷者 1人
○住家被害（土砂災害含む）
　　　　　　床上　全壊 4件
　　　　　　　　　大規模半壊 19件
　　　　　　　　　半壊 184件
　　　　　　　　　一部損壊 8件
　　　　　　床下　一部損壊 42件
　※7月 31日現在 り災証明書発行件数
○公共施設　　中川小学校・中川保育園・中川公民館・
　　　　　　　東川面浄水場・矢掛浄化センター・
　　　　　　　中アクアセンター・小田駅舎・小田球場
○その他被害　道路199件、橋りょう5件、
　　　　　　　がけ崩れ76件、　河川被害 70件
　　　　　　　農地浸水 228・6ヘクタール
※その他、各地で店舗や事業所約50件の浸水被害あり。
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早急に消石灰と消毒液を手配

　中川小学校、中川保育園、中川町民会館も被災し、大量の土砂が流れこみ
ました。
　中川小学校の生徒は川面小学校へ登校。中川保育園の園児は矢掛保育園と
小田保育園に分かれて登園しています。
　先生や保護者、地域の皆さん、ボランティアの皆さんの力で清掃活動が行
われました。

【教育・保育】

　東川面浄水場が浸水被害をうけ、各地への送水が不能となり、７日午後から順次断水が発生（断水戸数3,400戸）
しました。各地区に給水所を設置し、９日午後から送水を再開、復旧が完了しました。
　臨時給水所設置の際には、他の自治体（岡山市、備前市、鳴門市、神戸市、大阪市、大津市）から計33台の給水
車の応援がありました。

【上水道】

　県内外から水、食料、生活用品、生理用品、衣料品、清掃道具
等大量の支援物資が届けられました。
　また、被災された世帯を対象に保健師が個別に訪問し、健康チ
ェックを行いました。

【支援物資・保健】

　コーポ小田、寺迫中央町営住宅が床上浸水被害を受けました。町
営住宅から順次畳の張り替え、修繕を行っています。
　また、被災者の皆さんを対象に住宅支援案内窓口を設置し、補助
制度の案内を行いました。

【住宅】

　７月８日から順次職員が浸水現地調査に回り、浸水状況
を確認。７月17日から町民課窓口でり災・被災証明書発行
手続きの受付窓口を設置し、７月30日からり災証明書を交
付しました。

【浸水現地調査、り災・被災証明書の発行】
土砂や災害ごみが堆積した中川小学校

懸命の清掃作業が行われました

フェンスが倒れた運動場

中川町民会館の玄関の様子

下水道対応の様子町営住宅の畳の張り替え 住宅支援案内窓口の設置

保健師が健康チェックを行いました

現地調査を行う職員り災・被災証明書受付初日の様子（7/17）

災害ごみの仮置き場にできたごみの山

農村環境改善センターに寄せられた災害支援物資

臨時給水所での給水の様子24時間体制の医療機関へも給水

浸水により散乱した部屋（中川保育園） 遊具が園庭に出された中川保育園

　大量の災害ごみは、７月８日から搬入が始まり、江良地内協和
興産㈱東側の空き地には災害ごみ、中地内㈱アースクリエイトに
は土砂が大量に運び込まれました。
　７月末時点で、災害ごみ仮置き場には5,932台の車両が搬入を
行っています。

【衛生・ごみ処理】

　中地内の浄化センターが浸水したことにより、下水道の機能が停止したため、岡山県環境整備事業協同組合から
多数のバキュームカーによる緊急排水対応の応援がありました。

【下水道】
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【浸水現地調査、り災・被災証明書の発行】
土砂や災害ごみが堆積した中川小学校

懸命の清掃作業が行われました

フェンスが倒れた運動場

中川町民会館の玄関の様子

下水道対応の様子町営住宅の畳の張り替え 住宅支援案内窓口の設置

保健師が健康チェックを行いました

現地調査を行う職員り災・被災証明書受付初日の様子（7/17）

災害ごみの仮置き場にできたごみの山

農村環境改善センターに寄せられた災害支援物資

臨時給水所での給水の様子24時間体制の医療機関へも給水

浸水により散乱した部屋（中川保育園） 遊具が園庭に出された中川保育園

　大量の災害ごみは、７月８日から搬入が始まり、江良地内協和
興産㈱東側の空き地には災害ごみ、中地内㈱アースクリエイトに
は土砂が大量に運び込まれました。
　７月末時点で、災害ごみ仮置き場には5,932台の車両が搬入を
行っています。

【衛生・ごみ処理】

　中地内の浄化センターが浸水したことにより、下水道の機能が停止したため、岡山県環境整備事業協同組合から
多数のバキュームカーによる緊急排水対応の応援がありました。

【下水道】

5 平成30年８月号



矢掛町復興へ�の力強い味方
たくさんのボ�ランティア　

　7月 11日から災害ボランティアの募 集を始めたところ、県内外から多くのボ
ランティアの皆さんが参加してくださっ ています。（７月末時点で1,661人）
　また、災害発生当初から矢掛町消防団 員の皆さんにもご協力いただいています。
　すべての皆さんの力が矢掛町の復興の 力となっています。

災害ボランティアセンターの前には受付前から長蛇の列

浸水被害にあった小学校にたくさんのボランティア

消防団も連日ボランティア作業に参加

矢高生もボランティア受付に協力

積み上げられた土のうには応援メッセージが

大量のガレキの撤去

たくさんのボランティア参加ありがとうございます

中川小学校の窓にはボランティアの皆さんへのメッセージ
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矢掛町復興へ�の力強い味方
たくさんのボ�ランティア　

　7月 11日から災害ボランティアの募 集を始めたところ、県内外から多くのボ
ランティアの皆さんが参加してくださっ ています。（７月末時点で1,661人）
　また、災害発生当初から矢掛町消防団 員の皆さんにもご協力いただいています。
　すべての皆さんの力が矢掛町の復興の 力となっています。

要望に応じてボランティアを配置

土のう作りに矢高野球部員も参加

フェンスに浸水被害の爪痕、丁寧に清掃作業に入っていただきました

作
業
一
つ
一
つ
が
復
興
へ
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

厳しい環境の中、黙々と作業にあたるボランティアの皆さん

他市町村からも支援の手が

一般家庭の土砂撤去等にあたる

浸水した家財の撤去を手伝うボランティアの方々

7 平成30年８月号



井笠地域最大規模
災害復旧に14億8,000万円の補正予算
　この度の災害を受け、８月１日付けで一般会計と企業会
計をあわせて14億８,000万円の本年度補正予算を専決処
分しました。
　財源は、国・県からの補助金・寄付金のほか、町債の借
り入れ、財政調整基金を取り崩して充当します。
　概要は次のとおりです。

一般会計　10 億 1,500 万円
災害見舞金　3,000 万円　床上 10 万円　床下 ５万円
災害支援金　8,100 万円　全　　壊　150万円
　　　　　　　　　　　　大規模半壊　75万円
　　　　　　　　　　　　半　　壊　　30万円
被災者住宅応急修理　　　　5,840万円
中 川 小 学 校 復 旧　　1 億4,600万円
中 川 保 育 園 復 旧　　　　6,962万円
中 川 公 民 館 復 旧　　　　3,859万円
公共土木施設の復旧　　2 億7,777 万円
農地・農業用施設復旧　1 億    710 万円

企業会計　4 億 6,500 万円
東川面浄水場復旧　3,760万円
浄化センター・中アクアセンター復旧　3 億3,629万円

　　
１
、
り
災
お
よ
び
被
災
証
明
書
の
受
付

◦�「
り
災
証
明
書
」
は
、
住
家
が
災
害
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
被
災
者

支
援
制
度
や
税
金
の
減
免
、
各
種
の
融
資
の
申
請
な
ど
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　�

申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
印
鑑
、
状
況
写
真
、
身
分
証
明
書
、
委
任
状
（
本
人
ま
た
は

同
世
帯
の
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
必
須
）

◦�「
被
災
証
明
書
」
は
、
非
住
家
（
店
舗
・
倉
庫
・
工
場
・
事
務
所
・
空
家
等
）
や
車
両
等
が
災

害
の
被
害
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の
　
申
請
書
、
印
鑑
、
状
況
写
真
、
身
分
証
明
書

※
申
請
書
は
役
場
で
記
入
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問
町
民
課
　
☎（
82
）１
０
１
１

　
２
、 

支
援
金
、
見
舞
金
、
貸
付
金
な
ど

矢
掛
町
災
害
見
舞
金

◦ 

対
象
者
　
7
月
6
日
現
在
、
矢
掛
町
内
に
居
住
し
、
居
住
す
る
住
家
が
床
上
・
床
下
浸
水
の
被

害
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主

◦
内
　
容
　
床
上
浸
水
世
帯
　
10
万
円
・
床
下
浸
水
世
帯
　
５
万
円

◦
必
要
書
類
　
り
災
証
明
書
、
身
分
証
明
書
（
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
）、
印
鑑
、
委
任
状

■問
総
務
企
画
課
　
☎（
82
）１
０
１
０

矢
掛
町
災
害
支
援
金

◦
対
象
者
　
り
災
証
明
書
で
全
壊
、
大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
の
認
定
を
受
け
た
世
帯
の
世
帯
主

◦
内
　
容
　
全
壊
　
１
５
０
万
円
・
大
規
模
半
壊
　
75
万
円
・
半
壊
　
30
万
円

◦
必
要
書
類
　
矢
掛
町
災
害
見
舞
金
の
申
請
書
類
に
加
え
、
振
込
先
の
金
融
機
関
の
通
帳

■問
総
務
企
画
課
　
☎（
82
）１
０
１
０

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

　
今
回
の
災
害
で
、
住
宅
が
全
壊
・
大
規
模
半
壊
等
し
た
場
合
、
半
壊
の
被
害
や
敷
地
被
害
を
受

け
て
や
む
を
え
な
い
理
由
で
住
宅
を
解
体
し
た
場
合
に
お
い
て
、
生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
住
宅
が
全
壊
し
た
世
帯

②
住
宅
が
半
壊
し
、
ま
た
は
住

宅
の
敷
地
に
被
害
が
生
じ
、
住

宅
を
や
む
を
え
ず
解
体
し
た
世

帯③
災
害
に
よ
る
危
険
な
状
態
が

継
続
し
、
住
宅
に
居
住
不
能
な

状
態
が
長
期
間
継
続
し
て
い
る

世
帯

④
住
宅
が
半
壊
し
、
大
規
模
な

補
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
居
住
す

る
こ
と
が
困
難
な
世
帯
（
大
規

模
半
壊
世
帯
）

　
支
援
金
は
、
住
宅
の
被
害
の

程
度
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
基

礎
支
援
金
と
、
住
宅
の
再
建
方

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
被
災
者
の
皆
様
へ

生
活
支
援
の
ご
案
内

【基礎支援金】
住宅の被害の程度

全壊、解体、長期避難
（右記①、②、③に該当）

大規模半壊
（右記④に該当）

二人以上
の 世 帯 100万円 50万円

一人世帯 　75万円 37万５千円

【加算支援金】
住宅の再建方法

建設・購入 補　　　修 賃　　　貸
二人以上
の 世 帯 200万円 100万円 50万円

一人世帯 150万円 75万円 37万５千円
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た
め
の
資
金
や
災
害
に
よ
り
臨
時
に
必
要
な
経
費
の
貸
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

◦
貸
付
限
度
額
　
災
害
援
護
資
金
　
１
５
０
万
円（
目
安
）

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
補
修
費
　
　
２
５
０
万
円（
目
安
）

◦
貸
付
利
率
　
連
帯
保
証
人
を
立
て
た
場
合
　
無
利
子

　
　
　
　
　
　
連
帯
保
証
人
を
立
て
な
い
場
合
　
年
１
・
５
％

◦
据
置
期
間
　
貸
付
の
日
か
ら
６
ヶ
月
以
内

◦
償
還
期
間
　
据
置
期
間
経
過
後
７
年
以
内
（
目
安
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎（
82
）０
８
４
８

　
３
、
住
　
居
　
支
　
援

被
災
住
宅
の
応
急
修
理

　
災
害
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
の
被
害
を
受
け
、
被
災
し
た
住
宅
の
居
室
、
台

所
、
ト
イ
レ
等
日
常
生
活
に
必
要
な
最
小
限
度
の
部
分
を
応
急
的
に
修
理
す
る
必
要
が
あ
る
人
に

つ
い
て
、
応
急
的
な
修
理
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
①
災
害
に
よ
り
住
宅
が
半
壊
し
た
人

　
　
　
　
　
　
②
自
ら
修
理
す
る
資
力
の
な
い
人
（
大
規
模
半
壊
の
場
合
は
資
力
不
問
）

■問
建
設
課
　
☎（
82
）１
０
１
４

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度

　
既
存
住
宅
の
利
便
性
の
向
上
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
町
民
の
人
が
町
内
の
施

工
業
者
を
利
用
し
て
施
工
す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
、
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制

度
で
す
が
、
こ
の
度
被
災
さ
れ
た
住
宅
を
修
理
す
る
場
合
も
、
こ
の
補
助
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
対
象
者
　
①
町
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

　
　
　
　
　
　
②
町
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の
住
宅
に
現
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
　
　
　
　
③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
　
な
ど

◦
補
助
対
象
工
事

　
①�
町
内
の
施
工
業
者
（
一
人
親
方
を
含
む
）
が
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
工
事
で
、
見
積
書
と
領
収
書

が
町
内
の
住
所
で
発
行
さ
れ
る
こ
と

　
②
住
宅
の
修
繕
、
補
修
、
模
様
替
え
な
ど
（
※
床
面
積
の
増
加
も
可
）

　
③
他
の
補
助
制
度
等
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と

◦ 

補
助
金
額
　
工
事
費
50
万
円
（
税
込
）
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
、
工
事
費
の
10
％

を
補
助
（
上
限
額
　
40
万
円
）

法
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
加
算
支
援
金
と
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
支
援
金
は
災
害
発
生
日
か
ら
13
ヶ

月
以
内
、
加
算
支
援
金
は
災
害
発
生
日
か
ら
37
ヶ
月
以
内
が
申
請
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
　
☎（
82
）１
０
１
０

災
害
弔
慰
金
、
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給

　
今
回
の
災
害
で
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
人
に
災
害
弔
慰
金
が
、
災
害
に
よ
る
負
傷
、
疾
病

で
著
し
い
障
害
が
生
じ
た
人
に
災
害
障
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■問
保
健
福
祉
課
　
☎（
82
）１
０
１
３

災
害
擁
護
資
金
の
貸
付

　
災
害
に
よ
り
負
傷
ま
た
は
住
居
、
家
財
の
損
害
を
受
け
た
人
に
対
し
て
、
災
害
弔
慰
金
の
支
給

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
生
活
の
再
建
に
必
要
な
資

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

◦ 

貸
付
限
度
額
　
被
災
状
況
等
に
応
じ
て
１
５
０
万
円
～
３

５
０
万
円

◦
貸
付
利
率
　
年
３
％
（
据
置
期
間
中
は
無
利
子
）

◦
据
置
期
間
　
３
年
以
内
（
特
別
の
場
合
は
５
年
）

◦
償
還
期
間
　
10
年
以
内
（
据
置
期
間
を
含
む
）

◦
対 

象 

者
　
以
下
の
い
ず
れ
か
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
の

世
帯
主
が
対
象
で
す
。

　
①�

世
帯
主
が
災
害
に
よ
り
負
傷
し
、
そ
の
療
養
に
要
す

る
期
間
が
概
ね
１
ヶ
月
以
上

　
②
家
財
の
１
／
３
以
上
の
損
害

　
③
住
居
の
半
壊
ま
た
は
全
壊
・
流
出

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付

【
緊
急
小
口
資
金
】

　
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
計
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
低
所

得
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
介
護
等
を
要
す
る
高
齢
者
世
帯
に
対
し
、
資
金
の
貸
付
が
行
わ
れ
ま
す
。

◦
貸
付
限
度
額
　
10
万
円
以
内

◦
貸
付
利
率
　
無
利
子

◦
据
置
期
間
　
貸
付
の
日
か
ら
２
ヶ
月
以
内

◦
償
還
期
間
　
据
置
期
間
経
過
後
12
ヶ
月
以
内

■問
保
健
福
祉
課
　
☎（
82
）１
０
１
３

【
住
宅
補
修
費
・
災
害
援
護
費
】

　
低
所
得
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
介
護
等
を
要
す
る
高
齢
者
世
帯
に
対
し
て
、
住
宅
の
補
修
等
の

【所得制限】　表の額以下の場合が対象です。
世帯人員 市町村民税における前年の総所得金額
１人 220万円
２人 430万円
３人 620万円
４人 730万円
５人以上 1人増すごとに730万円に30万円を加えた額
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◦
小
学
校
　
２
学
期
始
業
式
…
8
月
27
日
㈪

※
被
災
し
た
中
川
小
学
校
の
児
童
は
、
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
当
面
の
間
川
面
小
学
校
に
通
学
し

ま
す
。

教
科
書
お
よ
び
学
用
品
の
支
給

　
住
家
の
全
壊
、半
壊
ま
た
は
床
上
浸
水
に
よ
り
学
用
品
を
喪
失
ま
た
は
損
傷
し
た
小
学
校
児
童
、

中
学
校
生
徒
お
よ
び
高
等
学
校
な
ど
の
生
徒
に
対
し
、
教
科
書
な
ど
の
教
材
・
文
房
具
・
通
学
用

品
を
支
給
し
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
☎（
82
）２
１
０
０

　
６
、
中
小
企
業
支
援

　
中
小
企
業
庁
か
ら
、
被
災
さ
れ
た
中
小
企
業
者
の
事
業
の
復
旧
・
再
開
に
向
け
た
支
援
策
を
ま

と
め
た
「
被
災
中
小
企
業
者
等
支
援
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
支
援
制
度
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
補
助
金
・
融
資
等
に
関
す
る
ご
相
談
は
備
中
西

商
工
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
補
助
金

　
中
小
企
業
等
が
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て「
復
興
事
業
計
画
」を
策
定
し
、県
の
認
定
を
受
け
た
場

合
に
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す
る
事
業
者
が
行
う
施
設
復
旧
等
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

◦ 

対
象
者
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
お
よ
び
中
小
企
業
事
業
協
同
組

合
等

◦
条
件
等
　
補
助
率
　
中
小
企
業
者
等
　
３
／
４
（
国
１
／
２
、
県
１
／
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
堅
企
業
等
　
１
／
２
（
国
１
／
３
、
県
１
／
６
）

対
象
費
目
　
施
設
、
設
備
の
復
旧
費
用
等
（
資
材
・
工
事
費
、
設
備
調
達
や
移
転
設

置
費
、
取
り
壊
し
、
除
去
費
、
整
地
、
排
土
費
等
を
含
む
）

被
災
地
域
販
路
開
拓
支
援
事
業

　
小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
一
体
と
な
っ
て
経
営
計
画
を
策
定
し
、
販
路
開
拓

な
ど
の
事
業
再
建
に
取
り
組
む
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◦
対
象
者
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
影
響
を
受
け
た
小
規
模
事
業
者
（
間
接
被
害
含
む
）

　
　
　
　
　
※
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
支
援
を
受
け
て
事
業
再
建
に
取
り
組
む
者

◦
条
件
等
　
補
助
率
　
２
／
３
（
別
途
岡
山
県
か
ら
１
／
12
の
補
助
あ
り
。
計
３
／
４
）

　
　
　
　
　
上
限
額
　
２
百
万
円

対
象
費
目
　
機
械
装
置
等
費
、
車
両
購
入
費
、
広
報
費
、
展
示
会
等
出
展
費
、
旅
費
、

開
発
費
、
資
料
購
入
費
、
雑
役
務
費
、
借
料
、
専
門
家
謝
金
、
専
門
家

※
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
し
、
か
つ
実
績
報
告
が
で
き
る
こ
と
が
条
件
と
な
り

ま
す
。

■問
建
設
課
　
☎（
82
）１
０
１
４

　
４
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

医
療
保
険
・
介
護
保
険
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
等
が
免
除
・
猶
予

◦
対
象
者
　
①
住
家
の
全
半
壊
、
全
半
焼
、
床
上
浸
水
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
②
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
わ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
③
主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が
不
明
で
あ
る
人

　
　
　
　
　
　
④
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
、
ま
た
は
休
止
さ
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現
在
収
入
が
な
い
人

◦
対
象
サ
ー
ビ
ス

◦�

医
療
機
関
窓
口
等
で
の
自
己
負
担
金
（
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
医
療
保
険
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

◦
介
護
保
険
の
利
用
料

◦
障
が
い
福
祉
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
金

◦
対
象
期
間

◦
被
災
か
ら
平
成
30
年
10
月
末
ま
で

　（
す
で
に
利
用
料
等
を
支
払
っ
た
場
合
は
払
い
戻
し
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

保
険
証
・
受
給
者
証
な
し
で
医
療
・
介
護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
被
災
さ
れ
た
人
は
、
医
療
機
関
、
事
業
所
等
の
窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
連
絡
先
等

を
申
し
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
証
や
受
給
者
証
が
な
く
て
も
、
受
診
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い

■問（
国
民
健
康
保
険
）
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１

　（
介
護
保
険
）
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３

　（
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
）
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３

　
５
、
子
ど
も
・
教
育

◦
保
育
園
　
被
災
し
た
中
川
保
育
園
に
通
所
さ
れ
て
い
た
園
児
に
つ
い
て
は
、
５
歳
児
・
４
歳
児
・

３
歳
児
（
半
数
）
は
、
矢
掛
保
育
園
で
受
け
入
れ
、
３
歳
児
（
半
数
）・
２
歳
児
・
１
歳
児
・
０

歳
児
は
小
田
保
育
園
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
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理
由
に
よ
り
、「
事
業
活
動
の
縮
小
」
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
業
所
の
事
業
主
が
、
労
働
者
と
事

前
に
結
ん
だ
労
使
間
の
協
定
に
基
づ
き
休
業
を
行
い
、
そ
の
休
業
に
つ
い
て
手
当
を
支
払
え
ば
、

雇
用
調
整
助
成
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡
出
張
相
談
in
矢
掛

◦
開
催
日
時
　
８
月
24
日
㈮
、
9
月
14
日
㈮
、
9
月
28
日
㈮

　
　
　
　
　
　（
い
ず
れ
も
矢
掛
町
役
場
で
開
催
）

■問
岡
山
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
助
成
金
事
務
室
　
☎
０
８
６（
２
３
８
）５
３
０
１

　
岡
山
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
　
☎
０
８
６（
８
０
１
）５
１
０
７

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡
　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

事
業
継
続
・
再
開
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
出
張
相
談
in
矢
掛

◦
開
催
日
時
　
８
月
22
日
㈬
（
矢
掛
町
役
場
）、
9
月
19
日
㈬
（
備
中
西
商
工
会
）、
10
月
17
日
㈬

（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

■問
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（（
公
財
）
岡
山
県
産
業
振
興
財
団
）

☎
０
８
６（
２
８
６
）９
６
６
７

　
７
、
そ
の
他

運
転
免
許
証
に
つ
い
て

　
被
災
に
よ
り
、
運
転
免
許
証
を
な
く
さ
れ
た
り
破
損
さ
れ
た
人
は
、
運
転
免
許
証
再
交
付
手
数

料
が
被
災
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
全
額
免
除
（
無
料
）
と
な
り
ま
す
。
す
で
に
再
交
付
手
続
き
を

終
え
ら
れ
た
人
に
は
、
支
払
い
済
み
の
手
数
料
を
還
付
し
ま
す
。（
該
当
者
に
は
、
別
途
岡
山
県

警
察
本
部
よ
り
書
面
に
て
連
絡
が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
が
平
成
30
年
11
月
30
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
警
察
本
部
交
通
運
転
免
許
課
　
☎
０
８
６（
７
２
４
）２
２
０
０

旅
費
、
委
託
費
、
設
備
廃
棄
等
費
、
外
注
費

■問
備
中
西
商
工
会
☎（
82
）０
５
５
９

信
用
保
証
制
度
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
）

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
資
金
供
給
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
信

用
保
証
協
会
が
通
常
の
保
証
限
度
額
と
は
別
枠
で
保
証
（
１
０
０
％
保
証
）
を
行
い
ま
す
。
保
証

を
受
け
る
た
め
に
は
、
矢
掛
町
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
認
定
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
で
１
年
間
以
上
継
続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

◦ 

条
　
件
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
影
響
を
受
け
た
後
、
最
近
１
か
月
の
売
上
高
等
が
前
年
同
月

に
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
後
２
か
月
を
含
む
３
か
月
の
売
上
高
等
が

前
年
同
期
に
比
べ
て
20
％
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

◦
保
証
限
度
額
　
無
担
保
８
千
万
円
、
最
大
2
億
８
千
万
円

■問
産
業
観
光
課
　
☎（
82
）１
０
１
６

【
各
種
金
融
支
援
】

岡
山
県
危
機
対
策
資
金

◦
対
象
者

◦
直
接
被
害
を
受
け
、
矢
掛
町
の
被
災
証
明
を
受
け
た
中
小
企
業
者

◦�

災
害
の
影
響
を
受
け
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４
号
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
者

■問
岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
金
融
支
援
班
　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
６
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
　
豪
雨
特
別
貸
付

◦
対
象
者

◦
直
接
被
害
を
受
け
、
矢
掛
町
の
被
災
証
明
を
受
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

◦
災
害
の
影
響
を
受
け
、
業
況
が
悪
化
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

■問
日
本
政
策
金
融
公
庫
倉
敷
支
店
　
☎
０
８
６（
４
２
５
）８
４
０
１

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
休
業
し
て
い
る
事
業
主
・
労
働
者
の
皆
様
へ

　
笠
岡
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
に
平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
伴
う
「
豪
雨
被
害
特
別

相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
笠
岡
労
働
基
準
監
督
署
　
☎
０
８
６
５（
62
）４
１
９
６

　
笠
岡
公
共
職
業
安
定
所
　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

従
業
員
の
休
業
や
離
職
に
関
す
る
手
当
な
ど
の
相
談

　
こ
の
度
の
災
害
に
よ
り
、
一
時
的
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
（
雇
用
予
約
が
あ
る
場
合
を

含
む
）
が
、
雇
用
保
険
の
失
業
手
当
を
受
給
で
き
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
上
の
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黒

田

恭

子

岩

見

祐

子

藤
　
井
　
美
和
子

三

宅

剛

夫

大

嵩

紗

苗

与

田

祥

子

松

尾

久

美

加
　
藤
　
　
　
浩

山

本

謙

司

岡

本

香

緒

高

久

理

良

花

岡

友

子

時
　
田
　
　
　
清

田

村

竜

二

宇
津
野
　
愛
　
子

蘆
　
田
　
磨
那
斗

鳥
　
越
　
　
　
穰

山

内

祐

子

山

口

理

代

服

部

一

成

中

島

泰

介

平
　
島
　
　
　
厚

川
上
・
南
野
千
晶

小

坂

泰

通

高
　
林
　
久
仁
子

堂
　
内
　
佐
和
子

天

野

泰

司

小

山

政

則

房

野

史

典

小

野

千

紗

香

西

ユ

カ

志

村

春

香

森
　
　
　
江
梨
子

石

川

貴

之

宇

根

高

司

横
　
山
　
　
　
文

波
多
野
　
智
　
子

坂

田

祐

介

豊

洲

牧

子

長

岡

裕

己

藤

井

菜

摘

玉
　
川
　
め
ぐ
み

小

池

京

子

畑
　
野
　
恵
美
子

西

口

裕

子

福
　
田
　
太
一
郎

相

澤

彰

治

銅

山

友

子

藤

田

政

子

岡

本

直

人

田

丸

有

沙

鶴
　
　
　
律
　
子

海

渕

恵

理

川

崎

久

美

古
　
川
　
　
　
真

桑
水
流
　
康
　
介

福

田

理

永

桑
　
原
　
三
恵
子

平

野

美

子

原
　
　
　
麻
紀
子

中

本

奈

々

長

代

憲

治

川

上

公

一

小

林

里

佳

松

嶋

美

波

平

尾

由

佳

永

宮

清

美

草

野

裕

司

山

瀬

宏

枝

塚

本

紗

織

三

島

寛

子

高

野

智

江

丹

治

健

一

大

嵩

和

美

池

田

淑

恵

岡

本

雅

彦

髙

月

浩

司

斎

木

恵

子

中

島

利

浩

谷

本

拓

士

柳

瀬

英

明

山

本

和

江

脇
　
　
　
光
　
雄

古

城

京

平

兼

安

桂

子

三
　
宅
　
由
美
子

山

下

晴

史

稲
　
葉
　
き
く
之

平

田

倫

子

中
　
山
　
　
　
裕

坪
　
井
　
　
　
豊

小
　
林
　
　
　
充

中

洞

美

香

小

坂

仁

美

佐
　
伯
　
　
　
勲

富
　
田
　
　
　
孝

藤

川

恋

音

森
　
本
　
　
　
操

大
工
原
　
尚
　
之

池
　
田
　
礼
次
郎

吉

田

勝

芳

清

水

詩

乃

鹿
子
木
　
祐
　
子

岸
　
野
　
美
恵
子

川

上

宏

陽

田
　
口
　
　
　
薫

眞

鍋

好

輝

原
　
田
　
亜
紀
子

平

松

康

子

山
　
野
　
洋
之
助

武
　
田
　
真
佐
子

斉

藤

祐

子

多

賀

俊

隆

田
　
村
　
　
　
研

山
本
仁
巳
・
和
子

萩

野

清

治�

髙

月

久

己

畑
　
悦
子
・
将
徳

尾
　
上
　
み
ど
り

三

宅

孝

良

福

田

裕

志

高

見

圭

祐

片

岡

信

也

平

井

啓

之

渡

邉

愛

子

森

川

正

樹

古

川

武

男

大
　
澤
　
　
　
守

大
久
保
　
大
　
輔

本
　
村
　
め
ぐ
み

渡

邉

貴

代

鷲

田

正

子

寺

野

友

子

池

上

信

之

恒

本

眞

理

平

綱

公

子

山

内

忠

夫

山

内

良

子

杉

山

一

誠

福

田

正

俊

金

子

明

美

佐

藤

正

年

小
　
林
　
　
　
猛

野

村

愛

吏

矢
掛
町
へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
こ
の
度
の
災
害
に
際
し
、
矢
掛
町
へ
総
額
３
千
34
万
８
千
７
百
63
円（
７
月
末
現
在
）の
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
は
災
害
復
旧
お
よ
び
被
災
者
支
援
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡

山

県

町

村

会

株
式
会
社
　
極
東
技
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

株

式

会

社
　

平

野

鐵

工

所

山

陽

施

設

工

業

株

式

会

社

井

原

東

部

会

矢

掛

町

佛

教

会

一
社
）全
日
本
オ
ー
ト
レ
ー
ス
選
手
会
　
浜
松
支
部

一
社
）全
日
本
オ
ー
ト
レ
ー
ス
選
手
会
　
西
日
本
支
部

金
光
教
東
中
国
教
務
セ
ン
タ
ー

シ
ャ
ー
プ
タ
カ
ヤ
電
子
工
業
株
式
会
社

有

限

会

社
　

ビ

ー

プ

ラ

ス

丸

五

ゴ

ム

工

業

株

式

会

社

株

式

会

社
　

丸
　
　
　
　
　

五

株
式
会
社
　
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

カ

モ

井

加

工

紙

株

式

会

社

岡
山
中
尾
フ
ィ
ル
タ
ー
工
業
株
式
会
社

エ
イ
ジ
ス
リ
サ
ー
チ
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

一
般
社
団
法
人
　
日
本
Ｓ
Ｃ
Ｒ
協
会

自

治

労

連

岡

山

県

本

部

株
式
会
社
　
エ
フ
・
エ
ム
・
ア
イ

民
生
委
員
協
議
会
矢
掛
支
部

伊

原

津

簡

易

郵

便

局

井
原
後
月
真
言
宗
教
師
会
大
日
会

夢

の

会

Ｍ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
株
式
会
社

株

式

会

社
　

酒

類

総

研

矢
掛
な
か
よ
し
児
童
ク
ラ
ブ

株

式

会

社
　

報

国

電

設

日
本
共
産
党
西
部
地
区
委
員
会

株
式
会
社
　
エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

株

式

会

社
　

ユ

ー

ワ

ン

株

式

会

社
　

ト
　
　

キ

小

田

淡

島

神

社

古

城

大

黒

堂

有

限

会

社
　

黒

川

建

設

公
益
財
団
法
人
　
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

株

式

会

社
　

キ
　

リ
　

ン

株
式
会
社
　
ブ
ラ
イ
ト
ワ
ン

ボ

ン

バ

ー

ズ

株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
ス
ク
リ
エ
イ
ト
有
志
一
同

有
志
一
同
　
代
表
　
村
上
泰
教

有
限
会
社
ビ
ー
プ
ラ
ス
　
有
志
一
同

富
士
吉
田
市
役
所
産
業
観
光
部
一
同

芝

野

勝

也

一

同

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
有
志
一
同
　
藤
井
雅
子
・
裕
子

　
企
業
・
団
体

　
一
　
　
　
　
般
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神

野

恭

至

清
　
原
　
千
代
子

多

賀

慶

子

石

原

郁

江

三

幣

倫

史

藤
　
原
　
由
美
子

田

岡

里

菜

木
　
虎
　
佐
知
子

脇
　
　
　
大
　
輔

稲

澤

健

太

吉
　
田
　
裕
美
子

木
　
口
　
　
　
栄

池
　
田
　
　
　
登

O
sam
�Krazm

y

大
河
内
　
久
　
子

山

口

裕

紀

岩

波

靖

子

蜂

谷

祐

子

二
　
宮
　
由
美
子

片
　
山
　
と
も
み

潮

田

浩

子

よ
こ
た
の
り
ひ
と

土
　
橋
　
あ
ゆ
み

松

本

奈

央

大
　
西
　
　
　
啓

臼

井

瑞

穂

稲

田

朋

子

高

橋

賢

悦

柏

内

理

佳

伊

野

真

美

佐

古

昌

弘

夏

目

和

美

田

中

恭

子

西

牧

利

佳

足

立

憲

昭

中
　
村
　
さ
つ
き

佐

藤

智

美

賀

門

洋

子

林
　
　
　
利
　
美

本

松

秀

敏

井
　
上
　
奈
穂
子

川
　
邊
　
　
　
翔

小

野

木

尚

中

谷

文

美

岡
　
　
　
隆
　
志

本

多

充

輝

高

綱

紀

子

渋
　
谷
　
佐
知
子

折

原

加

奈

大

島

貴

子

太

田

裕

子

門

倉

英

世

岸
　
　
　
恵
　
子

滝
　
口
　
久
美
子

信
　
部
　
佳
代
子

須

見

康

紀

浅

岡

俊

之

岸
　
野
　
　
　
緑

上
　
林
　
由
実
子

荒

木

千

香

櫻

井

文

子

米

山

敏

生

小

野

方

史

前
　
田
　
久
美
子

日

向

京

子

野
　
沢
　
い
ず
み

小

門
　

謙

土
井
尻
　
淑
　
子

榛

葉

千

賀

藤
　
岡
　
　
　
武

玉
　
井
　
　
　
翔

鍵

田

敏

子

斎
　
藤
　
　
　
舞

五
十
嵐
　
治
　
子

塚

村

有

子

橋

本

文

代

岩

崎

芳

博

石

田

大

樹

美
　
甘
　
　
　
晃

岡

野

康

弘

望

月

貴

裕

石

田

裕

子

吉

田

大

蔵

平

田

恭

仁

小
　
倉
　
　
　
夢

朝
　
倉
　
　
　
健

永

瀬

理

恵

狩
　
山
　
　
　
源

浜

田

典

子

松

井

浩

行

樋

口

裕

子

寺

邑

朋

子

吉
　
岡
　
由
利
香

畠

山

依

子

松

田

晴

之

三

橋

憲

行

川

口

友

花

島

田

雄

司

小
　
林
　
　
　
愛

葛

井

浩

子

大

橋

宏

康

紺

野

達

也

井

所

隆

宏

岡

野

弘

子

藤

原

温

子

西

岡

隆

博

小

松

義

典

的

場

陽

子

小

林

裕

子

一
ノ
瀬
　
弘
　
紀

鵜

藤

茂

樹

井

上

金

弥

松

沢

卓

治

鈴

木

康

弘

山

岡

佑

紀

村

上

正

洋

金
　
沢
　
　
　
綾

廣
　
瀬
　
　
　
恵

林
　
　
　
エ
ツ
コ

玉

村

和

美

青

木

恵

子

牧
　
　
　
祥
　
美

島

内

国

彰

橘
　
　
　
芳
　
美

青
　
木
　
　
　
真

小
　
林
　
ゆ
か
り

笹
　
岡
　
　
　
彩

岡

田

稔

洋

浜

田

裕

美

岡

田

仁

美

清

原

理

恵

保

坂

秀

子

諏

訪

英

広

松

本

優

子

渡
　
辺
　
　
　
忍

作
　
田
　
智
恵
子

栢

場

優

子

妹

尾

常

夫

折

橋

典

大

水
　
谷
　
　
　
収

戸
　
塚
　
恵
利
子

藤

嶋

祐

一

黒

子

千

恵

高

山

優

樹

芥

川

博

史

山

部

陽

子

武

用

康

子

宮

武

督

往

平

井

義

人

渡

辺

裕

子

瓦

林

寛

子

井

戸

淑

恵

弥

本

亮

二

弥

本

明

子

常

藤

晃

代

浅
　
倉
　
　
　
修

稲

田

晴

久

野

上

一

広

渡
　
邊
　
　
　
博

加
　
藤
　
　
　
卓

平
　
松
　
　
　
敏

川

上

幸

徳

谷

瀬

栄

子

小

川

順

子

原

田

雅

代

小
　
田
　
和
歌
子

紀

伊

克

昌

河

合

準

子

浅

田

哲

史

藤
　
原
　
真
奈
美

小
　
谷
　
　
　
肇

須

藤

幹

子

白

水

辰

己

友

常

明

子

山

中

裕

志

石
　
本
　
真
佐
子

近

田

香

代

小

川

直

子

佐
々
木
　
吉
　
子

村

田

裕

子

坪

井

知

正

加

藤

直

樹

須

藤

睦

美

曽
　
田
　
久
美
子

前
　
田
　
　
　
優

川
　
間
　
多
希
子

國

嶋

雅

子

若

山

陽

子

塩

野

順

豪

藤
　
野
　
　
　
公

小
　
畑
　
　
　
貢

山

内

幸

雄

江
　
木
　
オ
サ
ム

辻

川

琢

也

高

椋

智

大

松

井

陽

子

梶

谷

晴

治

村

越

裕

子

平
　
田
　
　
　
実

下

野

順

子

江
　
原
　
　
　
舜

小

寺

節

子

中

村

隆

志

小

林

佳

世

難
　
波
　
優
美
子

遠

藤

道

子

鳥

居

健

二

渡

邉

真

子

武

谷

政

國

勝

俣

貴

子

古

澤

雅

江

佐

藤

友

司

妹

尾

方

子

池
　
田
　
新
太
郎

熊

原

章

五

山

根

堅

司

福

島

峰

良

福

島

数

美

荘
　
司
　
ヒ
サ
コ

松

本

義

喜

岡

田

康

祐

佐
　
伯
　
　
　
悟

植
　
田
　
耕
太
郎

齋

藤

俊

明

田

中

裕

子

赤
澤
宣
行
・
恭
子

長

尾

人

志

田
　
淵
　
　
　
翔

藤

原

健

好

笹

井

俊

男

原
　
　
　
聖
　
子

岡

田

昌

子

岡

田

紀

之

原
　
田
　
　
　
保

加

藤

英

治

箱
　
田
　
　
　
真

斉
　
木
　
　
　
寛

守

安

節

次

一

安

夏

枝

土
　
岐
　
真
紀
子

猪

原

夏

夫

本

多

幸

男

た
か
く
さ
わ
こ

髙

草

滋

則

た
か
く
さ
こ
う
た
ろ
う

時

澤

節

子

間

部

泰

範

髙

草

英

郎

髙

草

敦

子

ヤ
マ
ダ
　
ハ
ル
コ

ア
リ
ム
ラ
　
ヨ
シ
カ

ハ
ヤ
シ
　
カ
ズ
ヨ
シ

カ
サ
ハ
ラ
　
エ
ツ
コ

ナ
カ
ム
ラ
　
ト
モ
コ

ス
ガ
　
カ
オ
リ

モ
リ
ト
キ
　
ケ
イ
コ

ト
ガ
ワ
　
ヒ
ロ
ア
キ

ミ
ヤ
ケ
　
ミ
カ

ワ
タ
ナ
ベ
　
マ
ミ

モ
リ
タ
　
マ
サ
ヒ
ロ

ヒ
ラ
マ
ツ
　
タ
カ
コ

タ
カ
ハ
シ
　
ミ
ヤ
コ

ト
リ
ゴ
エ
　
ヤ
ス
ノ
リ

ヒ
ラ
ノ
　
ヨ
ウ
コ

カ
ジ
タ
ニ
　
シ
ュ
ン
ス
ケ

ヤ
マ
ネ
　
フ
キ
コ

サ
ト
ウ
　
ナ
オ
ミ

ノ
ガ
ミ
　
サ
ナ
エ

ア
オ
ヤ
マ
　
サ
ナ
エ

タ
ケ
　
チ
エ
ミ

ア
オ
キ
　
タ
カ
ヒ
ロ

Ｏ

Ｊ

Ａ

Ｋ

テ
ラ
オ
　
ア
キ
ヒ
ロ

キ
ク
ハ
ラ
　
マ
キ

髙

草

祥

五

ヒ
ラ
サ
ワ
　
カ
オ
ル

タ
ナ
カ
　
ク
ニ
シ
ゲ

オ
ト
メ
　
サ
ト
ミ

コ
ミ
ヤ
マ
　
ヒ
ト
ミ

野
球
チ
ー
ム
鏡
Ｏ
Ｂ

大

内

雅

博

片

山

秀

子

西

澤

喜

之

佐

伯

義

門

たくさんのご寄付ありがとうございました。
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Information

●
と

　き
　９
月
30
日
㈰
　午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
）

●
と
こ
ろ
　桃
源
郷
は
な
し
の
里 ※

女
性
の
み
鴨
方
駅
か
ら
無
料
送
迎
あ
り

●
募
集
対
象
　25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女 ※

男
女
と
も
地
域
制
限
な
し
。

●
募
集
定
員
　男
女
各
20
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
井
笠
圏
域
在
住
者
を
優
先
し
抽
選
。

●
参
加
費
　男
性
３
千
５
百
円
　女
性
２
千
５
百
円

●
募
集
締
切
　９
月
17
日
㈪

●
申
込
方
法
　申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

■問（
申
込
み
先
）
㈲
チ
ア
ー
ズ
（
倉
敷
市
三
田
76
|
１
）

☎（
０
８
６
）４
８
４
|
０
０
２
０

※

電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

まちからの
お知らせ

町
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
！

　国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
や
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
指
定
の
預
（
貯
）
金
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
自
動
振
替
に
な
る

の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

　町
税
や
保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　登
録
を
希
望
す
る
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参
の
う
え
、
口
座
振
替
依
頼
書
を
記
入
し
、
ご
希
望

の
金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
次
の
金
融
機
関
の
町
内
各
支
店
（
広
島
銀
行
井
原
支
店
含
む
）・
町
民

課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

●
振
替
の
で
き
る
金
融
機
関

　中
国
銀
行
・
倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合
・
笠
岡
信
用
組
合
・
ト
マ
ト
銀
行
・
広
島
銀
行
・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
提
出
期
限

　振
替
を
希
望
す
る
納
期
限
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
１
か
月

半
前
ま
で
に
郵
便
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
・
住
民
税
係
　☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
６
１

あ
な
た
の
力
作
お
待
ち
し
て
い
ま
す

第
２
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
作
品
募
集

平
成
30
年
度 

井
笠
圏
域
結
婚
推
進
事
業

『
里
山
ｄ
ｅ
☆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
』

納
め
忘
れ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

●
募
集
部
門
　詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
随
筆
・
童
話
（
18
歳

以
下
の
部
は
作
文
）、
自
由
（
題
指
定
「
矢
掛
・
見
〜
つ
け
た
！
」

原
稿
用
紙
２
枚
以
内 

形
式
自
由
）

※

各
部
門
で「
一
般
の
部
」と「
18
歳
以
下
の
部
」に
分
け
て
選
考

●
応
募
資
格
　町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
人
、
矢
掛
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
、
町
文
化
協
会
会
員

●
表

　彰
　各
部
門
ご
と
に
入
選
１
人
、
佳
作
若
干
名

●
応
募
締
切
　８
月
31
日
㈮ 

当
日
消
印
有
効

●
発

　表
　12
月
中
旬
を
予
定

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　☎（
82
）２
１
０
０
　有
線
０
７
８
０

矢
掛
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

 ●提出書類の入手方法
①矢掛町のホームページからダウンロード
　詳細もこちらで確認できます！
②郵便請求
　→封筒の裏に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、
120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒角２号（Ａ４判）
を同封して送付してください。

平
成
31
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
保
育
士
】
嘱
託
職
員 

数
人

●
資
格
要
件
　保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

　（平
成
30
年
度
末
取
得
見
込
み
も
含
む
）

●
勤
務
先
　町
内
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園

※

片
方
の
資
格
の
み
を
有
す
る
人
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

●
申
込
締
切
　10
月
12
日
㈮
必
着

●
試
験
日
　10
月
28
日
㈰

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係
　☎（
82
）１
０
１
０
　有
線
０
５
２
２

【
医
療
情
報
技
師
職
】 

１
人

●
資
格
要
件
　平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
医
療
情
報
関

係
の
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平
成
30

年
度
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
申
込
締
切
　９
月
20
日
㈭
必
着

●
試
験
日
　10
月
21
日
㈰

■問
矢
掛
病
院
庶
務
係
　☎（
82
）１
３
２
７
　有
線
０
６
６
１

14平成30年８月号



農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

●
収
入
保
険
制
度
の
特
徴

　
・
品
目
の
限
定
な
く
農
家
が
生
産
・
販
売
す
る
農
産
物
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
注
１
）

　
・
最
高
で
基
準
収
入
の
約
８
割
を
補
填
し
ま
す
。（
注
２
）

　
・
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
だ
け
で
な
く
、価
格
低
下
な
ど
を
含
め
た
収
入
減
を
保
障
し
ま
す
。

　
・
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
農
作
業
を
行
え
ず
減
収
し
た
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
等

　
掛
捨
て
の
保
険
方
式
（
保
険
料
）
と
、
掛
捨
て
と
な
ら
な
い
積
立
方
式
（
積
立
金
）
お
よ
び
事

務
費
で
成
り
立
ち
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
国
庫
補
助
が
あ
り
、
保
険
料
と
事
務
費
は
50
％
、
積
立
金
は
75
％
を
国
が
負
担
。

　
ま
た
、
積
立
金
は
補
填
に
使
用
し
な
い
限
り
、
翌
年
に
持
ち
越
さ
れ
、
解
約
時
に
は
返
金
さ
れ

ま
す
。

●
申
込
・
保
険
期
間
等

　
本
年
は
、
10
月
１
日
か
ら
加
入
申
請
を
受
け
付
け
、
平
成
31
年
１
月
１
日
か
ら
１
年
間
が
保
険

の
対
象
期
間
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
の
加
入
（
申
請
）
に
は
、
１
年
以
上
の
青
色
申
告
の
実
績
が
必
要
で
す
。

　（
本
年
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
平
成
29
年
の
青
色
申
告
が
必
要
で
す
）

　
な
お
、
従
来
の
農
業
共
済
や
国
の
ナ
ラ
シ
対
策
や
野
菜
価
格
安
定
対
策
等
と
の
重
複
加
入
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
安
心
し
て
農
業
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
農
家
さ
ん
の
安
定
経
営
の
た
め
に
、
水
稲

共
済
、
果
樹
共
済
（
ぶ
ど
う
・
も
も
）、
大
豆
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
（
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
）、

家
畜
共
済
も
継
続
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
注
１
）
ハ
チ
ミ
ツ
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
は
、
専
用
の
補
填
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
対
象
品
目
か
ら
除
き
ま
す
。

（
注
２
）
基
準
収
入
は
、
各
農
家
の
青
色
申
告
書
の
収
入
額
を
基
に
算
出
。

■問
井
笠
地
区
農
業
共
済
事
務
組
合
　
☎（
83
）２
６
０
０

英語指導助手の先生からのメッセージ

　矢掛町では、子どもたちに実践的な英語を身近に楽しく学んでもらうため、英語指導助手を採用しています。
この度、矢掛町を去られる先生を紹介します。

フ・イジェ
（Hu  Yijue）

チェン・ヤングル
（Chen  Yanglu）

15 平成30年８月号



保健福祉課保健業務係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

９月の健康カレンダー

Health  Calendar　SeptemberHealth  Calendar　September

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 0 時30分～1時
開催：午後 1 時～  5日㈬ １歳６か月児健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～13日㈭ すこやか育児学級

対象：4～6か月児
受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～19日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1時20日㈭ 栄養改善教室

と　　　き 内　　　容

休日当番医

  2日㈰
  9日㈰
16日㈰

※事前に連絡をしてから受診してください。

23日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
17日㈪/㈷ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

30日㈰ ☎(84)０００１あゆみクリニック
24日㈪/㈷ ☎(82)１３２１水川内科医院

☎(82)３１１３筒　井　医　院
☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

と　　き 病　　　院　　　名

　突然の大きな災害があった後には、「こころ」と「からだ」にいろいろな変化が起こります。これは、日常と
かけ離れた大きな出来事に対して、誰にでも起こりうる正常な反応です。しかし、ほとんどの変化は、時間とと
もに元の状態に回復していきます。今の状態を回復するには、「①健康管理をすること」「②起こり得るストレス
について理解しておくこと」が大切です。
　今は無理をせず、自分に優しくしてあげてください。

　こうした変化（症状）が、あまりにも長引いたり、
悪化したり、日常生活に影響が出る場合には、早めに
かかりつけ医等の医療機関を受診したり、相談機関へ
相談しましょう。
　また、自分では気づかない場合もあり、家族、友人
の心や体の様子を見て、心配なことがあるときは、専
門家の援助を受けるよう本人に伝えましょう。

　被災後の「こころ」や「からだ」の変化（症状）は、「急
性ストレス反応」と言い、被災体験から２、３か月～
半年つづく場合もあります。
•睡眠・休息・食事をできるだけ十分に取る。
•困っていることを素直に言葉にして、家族や友達と
話し合う。
•がんばりすぎない。
•軽い運動（リラクゼーションやストレッチ）をして
みる。

☆リラックスした状態を意識して、5 回程度繰り返し
ましょう。（必要に応じて、日中に何度でも繰り返
してください）

◇ 腹式呼吸
①鼻からゆっくり息を吸ってください。   　　　　
（お腹が膨らむように息を吸う）
　　　　　　　　　　　　　鼻から1・2・3
　　　　　　　⬇
②口からゆっくり息を吐きます。 　　　　　　　　
　（お腹がへこむように息を吐ききる）
　　　　　　　　　　口から1・2・3・4・5

災害時のこころのケア

「こころ」や「からだ」に起こりやすい変化（症状） 「急性ストレス反応」を回復するために

気軽に出来るリラクゼーション

（身体）眠れない、疲れが取れない、食欲がない、
食欲があり過ぎる、頭痛、吐き気やめまい、
胸がどきどきする、急に汗が出る、胃痛

（感情）何もする気にならない、表情が少なくぼーっ
としている、無力感、話をしなくなる、涙
がでる、罪悪感、イライラして攻撃的になる、
必要以上に緊張し過敏になる、少しの刺激
でも強く反応する

（思考）物事に集中できない、自分を責める、仕事
や趣味への意欲がわかない、判断力や集中
力が低下し、簡単なミスが増える

（対人関係）人や社会に対する不信感、周囲の手助
けを受け入れない、見捨てられたような気
持ちになる

　

16平成30年８月号



17 平成30年８月号

　７月21日からやかげ郷土美術館で「山口マオわ
にわにの絵本原画展」（～８月26日）が開催され
ています。
　絵本「わにわに」シリーズ（全５冊）は小風さち
さん（文）と山口マオさん（絵）によって生み出さ
れる子どもたちに大人気の絵本です。今回はその原
画が展示されており、山口マオさんのギャラリート
ークや刷りの実演、山口さんと巨大ワニを描くイベ
ントも合わせて実施。
　参加した親子は楽しい夏休みのひと時を過ごしま
した。（関連記事18ページ）

山口マオの描くわにわにの世界を体感

↑山口マオさん（写真左）の刷りの実演。
山口さんと参加親子で書いた巨大ワニ。→

　７月22日、やかげ文化センターで「ロケットく
れよんコンサート」が開催されました。
　ロケットくれよんは、元々保育士だった２人が「命
と仲間の大切さ」を子どもたちに伝えるために結成。
うたって、踊って、ふれあって、笑顔いっぱいのス
テージをモットーに全国で活動しています。
　コンサートの中盤には、子ども達をステージに上
げてふれあうなど笑顔いっぱいのコンサートとな
りました。

うたって、おどってロケットくれよんコンサート

全国大会出場選手激励

中国大会出場選手激励

第42回全国高校囲碁選手
権大会（7/23～25東京都）
に出場。矢掛高校囲碁将棋
部。（右から3年 加

か

藤
とう

大
たい

雅
が

さん、同 井
いのうえ

上洸
こうすけ

介さん、同 
渡
わたなべ

辺広
ひろのぶ

伸さん、２年 
池
いけ

田
だ

美
み

咲
さき

さん）

2018年度 B&Gスポーツ
大会中国ブロック大会水上
の部（8/5 山口県）に出場。
矢掛小６年 井

い

辻
つじ

百
ももはる

春くん
（矢掛）、小田小６年 
東
とう

田
だ

 周
しゅう

くん（小田）、同 
片
かたやま

山友
ゆう

貴
き

くん（小田）、同４
年 片

かたやま

山景
かげよし

善くん（小田）、
同 片

かたやま

山菜
な

月
つき

さん（小田）

第53回全国道場少年剣道
大会（7/24 東京都）に出場。
山田小６年 原

はら

田
だ

應
おうすけ

佑くん
（南山田）。

第49回日本少年野球選手
権大会（8/2～6 大阪府）
に出場。矢掛中３年
木
き

山
やま

頼
らい

弥
や

くん（東三成）。

第64回全国高等学校フェ
ンシング選手権大会（8/1
～ 5 愛知県）、第73回国
民体育大会中国ブロック大
会（8/18～19 山口県）に
出場。岡山大安寺中等教育
学校６年 坪

つぼ

井
い

  翔
かける

さん（東
三成）。

第65回全国高等学校レスリン
グ選手権大会（8/4～7 三重県）、
第34回全国高校生グレコロー
マンスタイル選手権大会（8/17
～19 大阪府）に出場。おかや
ま山陽高校3年 大

おおとも

友琢
たくろう

郞さん
（小田）。「第57回中国高等学
校レスリング選手権大会」でも
優勝を果たしました。

全国高等学校定時制通信制
体育大会第53回陸上競技
大会（8/9～ 12 東京都）
に出場。井原市立高校4年 
藤
ふじ

井
い

理
まさひろ

弘さん（西川面）。

↑子どもたちもステージで一緒に楽しみました。

今 月 の 出 来 事
まちの
わだい
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　西日本豪雨から1カ月余り。災害とは無縁だと思ってい
た「晴れの国岡山」。しかし、今回の豪雨は予想もできな

い災害をもたらしました。テレビのニュース等で物が流される場面や水の恐ろしさを見るこ
とはありましたが、自分の家の前で物が流される様子を見るとは…。涙が自然に溢れました。
　この町の状況をテレビで見た矢掛町にゆかりのある人から、自分の書いた「迷走人生　N
やんの奇跡　～きっといいことあるさ～」を是非寄贈したいという申し出がありました。自
分が生まれた町の様子を見て何か出来ることはないかと思った時、思いついたのが「自己の
半生記を描いた小説を読んで元気を出して欲しい」ということだったそうです。

カウンターからの情景

父親殺害の容疑で逮捕された女子大生を巡る長編ミステ
リー。第159回直木賞受賞作品。

「ファーストラヴ」
　島本　理生／著　文藝春秋

矢掛町出身の著者が何事もあきらめずがんばることを
描いた半生記。

「迷走人生　Nやんの奇跡
　～きっと、いいことあるさ～」
　西出　剛士（ペンネーム）／著
　幻冬舎メディアコンサルティング出版

図書館のイベント

郷土にゆかりのある人の本

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　８月25日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本の

読み聞かせやエプロンシアターなど楽し
いおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　９月15日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※�先生の都合により日時が変更になる場合があります。

は休館日

24

日

3 4 5 76 8
1

9
2

10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

火水木金

23
30

月

8月の休館日
　20日（月）・27日（月）

土
9月の図書館カレンダー

展　示　室

小風さちさん（文）と山口マオさん（絵）によって生み出された
子どもに大人気の絵本「わにわに」シリーズの原画約100
点を展示。

↑�山口マオさんと子どもたちで描いた
巨大ワニは町民ギャラリーに展示し
ています。

収 蔵 品 展
　会期/8月 31日（金）〜12月 9日（日）

やかげ郷土美術館 facebook
いいね！をお願いします↓

山口マオ「わにわに」の絵本原画展
　　　　　　　　　　　　　　　〜８月26日（日）

おすすめの1冊

町民ギャラリー　　　　　　　

◆ やかげの子供達と画家太陽　　　　　9 月   1 日（土）〜   9 日（日）
◆ 木許太三郎　遺作展　　　　　　　　 9 月 11 日（火）〜 17 日（月・祝）
◆ MOA 美術館　矢掛児童作品展　　　9 月 23 日（日）〜 30 日（日）

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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美
術
館
短
歌
講
座
八
月
作
品

�

谷
本
史
子
選

蚕
を
飼
ひ
糸
を
紡
ぎ
で
織
り
し
絹
に
晴
着
を
つ
く

り
く
れ
た
る
母
よ�

杉
本
萬
壽
子

山
鳩
よ
出
で
こ
よ
鳴
け
よ
人
住
ま
ぬ
古
里
の
谷
に

梅
雨
の
雨
降
る�

峰
山
　
祥
子

飼
は
ず
と
も
幼
き
頃
に
は
鮒
・
ど
ぢ
や
う
・
目
高

の
住
み
ゐ
し
古
里
の
川�

坂
川
須
磨
子

杳
き
日
に
飼
ひ
し
蚕
の
桑
を
食
む
音
は
雨
の
音
に

似
る
と
思
ひ
き�

杉
本
　
清
子

虫
籠
で
鈴
虫
や
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀

を
飼
ひ
て
ゐ
し
真
夏
の
こ
と

も
夢
に
は
あ
ら
ず�

鳥
越
　
信
子

昔
飼
ひ
し
鳴
き
声
の
良
き
カ
ナ
リ
ヤ
は
羽
根
を
赤

く
す
る
餌ゑ

を
や
り
て
売
り
き�

石
川
　
智
子

桑
を
植
ゑ
蚕
を
育
て
妹
に
晴
着
を
着
せ
て
嫁
が
せ

し
母
よ�

古
城
　
　
操

子
の
愛
犬
「
チ
ロ
」
を
埋
め
た
る
か
た
は
ら
の
酢

橘
が
今
年
も
あ
ま
た
実
を
成
ら
す�

谷
許
　
靖
子

耳
を
立
て
説
教
を
聞
き
ゐ
し
飼
ひ
犬
も
私
と
と
も

に
老
い
た
る
顔
に�

団
迫
　
慶
子

老
犬
の
ト
イ
プ
ー
ド
ル
と
散
歩
し
つ
つ
娘
は
何
度

も
声
か
け
抱
く�

谷
口
　
節
子

乳
牛
を
飼
ひ
た
る
頃
の
ア
ル
バ
ム
を
繰
り
つ
つ
ひ

と
り
夜
を
更
か
し
を
り�

浅
田
　
英
子

大
梅
二
キ
ロ
は
ち
み
つ
漬
け
に
せ
む
と
す
れ
ば
厨

に
漂
ふ
芳
し
き
香
り�

今
井
　
京
子

飼
葉
な
る
イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス
を
波
打
た
す
風
は

た
し
か
に
濃こ

み
ど
り緑
な
り
き�

選
　
者
　
詠

積
み
上
げ
し
被
災
の
瓦
礫
酷
暑
か
な�

中
田
　
千
穂

や
は
ら
か
に
潮
満
ち
き
た
る
夏
薊�

新
谷
　
京
子

と
う
も
ろ
こ
し
か
ぶ
り
つ
く
子
の
真
白
き
歯�

池
野
　
峯
子

尼
寺
の
水
琴
窟
や
梅
雨
明
け
て�

鹿
嶋
　
克
美

雲
の
峰
し
の
つ
く
雨
は
海
か
ら
も�

片
岡
　
朋
子

炎
昼
の
首
の
手
拭
ひ
重
た
か
り�

岡
田
　
哲
郎

見
え
ね
ど
も
見
ゆ
る
も
の
あ
り
蝸
牛�

坪
井
　
篤
子

釈
迦
の
目
の
三
方
見
据
へ
夏
の
萩�

黒
井
　
琴
恵

青
田
風
五
重
塔
に
干
支
の
彫
り�

岡
本
　
瑞
江

萍
の
風
な
き
時
も
相
寄
れ
る�

渡
邉
　
倫
子

下
校
児
の
大
き
声
く
る
の
う
ぜ
ん
花�

高
月
　
凱
美

昨
日
よ
り
今
日
の
一
日
青
田
風�

田
中
　
敏
子

梅
雨
の
蝶
風
に
逆
ら
ひ
つ
つ
流
れ�

浅
野
加
津
子

田
植
機
の
音
の
重
な
る
日
曜
日�

江
尻
　
容
子

早
苗
田
の
き
れ
い
な
風
よ
無
人
駅�

江
尻
　
千
歳

回
廊
を
抜
け
て
見
上
ぐ
る
花
樗�

黒
瀬
美
智
子

半
夏
生
草
今
日
は
雨
傘
持
た
ず
と
も�

斎
藤
千
鶴
子

青
空
の
は
る
か
に
夢
を
梅
雨
晴
間�

井
上
　
博
子

睡
蓮
の
と
き
を
り
揺
れ
て
鯉
二
匹�
柏
原
　
茂
子

手
を
置
け
ば
指
の
溶
け
ゆ
く
岩
清
水�
選
　
者
　
吟

一
寸
待
て
私
何
し
に
こ
こ
へ
来
た�

山
元
と
も
え

欲
す
て
た
ら
み
ん
な
味
方
に
見
え
て
き
た�

鈴
木
　
な
つ

ゴ
キ
ブ
リ
に
来
客
覗
く
癖
が
あ
る�

田
中
　
　
恵

九
条
が
玉
虫
色
に
な
る
不
安�

池
田
た
か
子

言
い
訳
が
だ
ん
だ
ん
上
手
く
な
る
夫�

古
村
　
愁
水

プ
ラ
イ
ド
が
手
押
し
車
に
ひ
ま
を
出
す�

渡
辺
　
和
彦

誉
め
る
と
こ
探
し
て
い
る
が
見
つ
か
ら
ぬ�

紫
　
し
め
の

素
人
の
知
っ
た
か
振
り
が
面
白
い�

山
縣
の
ぶ
子

ア
メ
フ
ト
の
ボ
ー
ル
も
意
見
が
あ
る
と
い
う�

田
中
　
道
博

父
に
背
き
賭
け
て
み
よ
う
か
団
子
鼻�

江
尻
　
容
子

人
生
に
答
が
な
く
て
丸
く
生
き�

選
　
者
　
吟

文
化
協
会
俳
句
七
月
作
品�

　
　

笹
井

　愛
選

文
化
協
会
俳
句
七
月
作
品�

岩
崎
多
佳
男
選

文
化
協
会
川
柳
七
月
作
品�

�

内
田
と
み
子
選

     かたやま さっく

片山茶九くん（矢掛）
（H29年 8 月14 日生まれ）
サック LOVE(*^^*)
いっぱい遊ぼうね!！by兄ちゃん

 やまもと ほ   の    か

山本帆乃佳ちゃん（浅海）
（H29年 8 月21 日生まれ）
いっぱい笑って元気に大きく
なってね。

  　ひら　の なつ　め

平野夏芽ちゃん（矢掛）
（H29年 8 月14 日生まれ）
我が家のお姫様♡
めーちゃんの未来は夢いっぱい！

     しもおかけんせい

下岡賢生くん（西川面）
（H29年 8 月20 日生まれ）

元気に大きくなあれ☆

     あお え　ま ひろ

青江真広くん（東川面）
（H29年 8 月28 日生まれ）
生まれてきてくれてありがとう。
いっぱい思い出つくろうね！

我が家の
アイドル
我が家の
アイドル

Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday
Happy 1st
Birthday

★ 対 象 者★　町内在住で平成 29 年
9 月生まれのお子さん

★応募期限★
　平成30年8月31日（金）必着
★ 応募方法★　写真に①住所②氏名
（ふりがな）③性別④生年月日⑤電
話番号⑥ 20字程度のメッセージ
を添えてご応募ください。

★ 応募・お問い合わせ★
　総務企画課秘書広報室
　〒714−1297　（役場専用）
　矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,344人（－13） 
　男　     6,884人（－11） 
　女　     7,460人（－  2）
世帯数　  5,447世帯（－  2）

平成30年８月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ相

　
　談

心
配
ご
と
相
談

◦
と
　
き
　
９
月
21
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
矢
掛
町
役
場
３
階
大
会

議
室

◦
内
　
容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど
　

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　
き
　
９
月
５
日
㈬
、12
日
㈬
、

19
日
㈬
、
26
日
㈬
　
午
前
９
時
～
正

午◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

司
法
書
士
災
害
無
料
相
談
会

　
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
害
に
あ
わ
れ

た
人
を
対
象
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
と
　
き
　
９
月
15
日
㈯
、
22
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
予
約
不
要
）

◦
と
こ
ろ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■問
司
法
書
士
中
田
大
輔

☎
０
８
６
６（
84
）０
０
０
８

（
携
帯
）０
８
０-

５
６
１
４-

９
６
５
８

文
化
セ
ン
タ
ー
に
学
校
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
室
を
開
設

　
平
成
30
年
７
月
か
ら
文
化
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室
奥
に
「
学
校
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
学
校
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
非
行
防

止
教
室
や
校
内
暴
力
な
ど
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
児
童
生
徒

の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
重
点
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
児
童
生
徒
さ
ん
自
身
の
「
困
り
ご

と
」
や
「
い
じ
め
被
害
」、
保
護
者

の
皆
様
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

専
用
電
話
（
０
９
０
︱
４
１
４
４
︱

７
８
６
７
）
を
設
置
し
、
原
則
学
校

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
室
長
が
常
時
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
学
校
教
育
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
６
２
１

矢
掛
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定

　
矢
掛
町
で
は
、
平
成
30
年
６
月
29

日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
事
業
者
を

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

　
工
事
な
ど
の
際
は
、
必
ず
町
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。

◦
指
定
番
号
１
６
０
　
㈲
梶
平
商
店

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

９
月
３
日
㈪
・
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・

13
日
㈭
・
14
日
㈮
・
20
日
㈭
・
21
日

㈮
・
25
日
㈫
・
28
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

９
月
３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日
㈪
・

24
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
２
日
㈰
＝

芳
井
分
駐
所
会
議
室
、
30
日
㈰
＝
井

原
消
防
署
研
修
室
　
午
前
９
時
～
正

午◦
内
　
容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科
整形外科・リハビテーション科

（旧 新倉敷胃腸肛門外科内科）

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

敷地内に、ケアハウスあいの泉・
サービス付高齢者向け住宅あいの泉・
有料老人ホームあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診
療！！

（木・祝休
診）

有料広告

お
知
ら
せ
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,344人（－13） 
　男　     6,884人（－11） 
　女　     7,460人（－  2）
世帯数　  5,447世帯（－  2）

平成30年８月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問 

井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）１
２
６
０

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
７
月
分
／
敬
称
略
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

長
代
秀
子
（
下
高
末
）、
藤
田
和
雄
、

小
坂
敦
夫
（
宇
角
）
山
㟢
浩
司
（
南

山
田
）、
佐
藤
誠
（
江
良
）、
土
井
智

之
（
小
田
）、
匿
名
希
望
▼
美
川
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
長
代
秀
子
（
下

高
末
）、
藤
田
和
雄
、
小
坂
敦
夫
（
宇

角
）、
匿
名
希
望
▼
三
谷
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
髙
木
修
治
（
東
三
成
）、

青
江
文
彦
（
横
谷
）
▼
山
田
公
民
館

へ（
金
一
封
）平
野
弘
明（
里
山
田
）、

山
㟢
浩
司
（
南
山
田
）
▼
中
川
公
民

館
へ
（
金
一
封
）
江
木
基
夫
、
㈲
美

装
舎
工
務
店（
本
堀
）、森
本
邦
男（
浅

海
）、志
田
春
子
、㈲
池
田
自
動
車（
江

良
）、
匿
名
希
望
２
人
▼
小
田
公
民

館
へ
（
金
一
封
）
土
井
智
之
、
小
野

茂
雄
（
小
田
）
▼
矢
掛
寮
へ
（
野
菜
）

川
堤
　
茂
（
小
田
）、
匿
名
希
望
▼

矢
掛
病
院
へ
（
金
一
封
）
平
野
弘
明

（
里
山
田
）

■問 井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

7　月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 30 0 0 30
累　計 29 3 1 0 0 0 3 2 0 0 11 3 2 4 185 12 0 173

（前年比） +2 +1 +1 ±0 -3 -3 +1 -3 ±0 ±0 +4 +3 -1 +4 +9 -4 ±0 +14

※数値は暫定数です。

り組み重点を設定しました。
◦自動車は「速度」「車線変更時等の合図」「信号」「横断歩道
に横断者がいる場合の一時停止」等をまもる。
◦自転車は車のなかま。交通ルールをまもる。スマートフォ
ン使用等のながら運転をやめる。
◦歩行者は「信号」「道路の横断方法」をまもる。夜光反射材
を身に付けて自分の身をまもる。
など、一人ひとりの交通マナーアップを図り、交通ルールを
遵守して交通事故を防止しましょう。また、９月21日から９
月30日までの10日間「秋の交通安全県民運動」が県内一斉
に展開されます。交通事故のない矢掛町を目指して頑張りま
しょう。

防災意識の高揚
　先日の西日本豪雨災害では、矢掛町内においても多数の床
上浸水や山崩れによる民家の倒壊事案等が発生しています。
平素から避難場所、避難経路をあらかじめ確認しておくほか、
防災グッズ等の装備品の正しい使用方法を確認するとともに、
気象情報に注意し、警報が発表された際には早めに避難しま
しょう。
　また、避難する際にはお年寄りや身体の不自由な人等に声
をかけ、みんなで助け合いましょう。

特殊詐欺被害防止
　今年に入り矢掛町内では特殊詐欺の被害は発生していませ
んが、井原警察署の管内では１件150万円の被害が発生して
います。詐欺の手口としては、訴訟最終告知のお知らせ等の
ハガキの送達や、携帯電話のサイト利用名下等、色々な手口
があります。また、その他県内においては、商品の送り付け、
騙り、利殖、開運（霊感）マルチ商法等の悪質商法に伴う被
害も発生しています。
　岡山県警では、平成30年７月５日～12月31日までの間
特殊詐欺被害防止キャンペーン～騙されんのじゃ岡山県～を
実施しています。不審な電話、メールや郵便物が届くなどし
た場合には、家族、友人、近所の人に相談するほか、迷わず
井原警察署（☎（0866）62-0110）にご相談ください。

交通事故防止
　矢掛町内においては、国道486号線などの主要幹線道路で
の追突事故および交差点での右折と直進車との衝突事故が多
く発生しています。警察では、「全ての道路利用者のマナーア
ップによる交通事故防止対策の推進」として、
○ゆずる（横断者や他車両に進路を「ゆずる！」）
○とまる（横断歩道や一時停止等では「とまって…ゆずる！」
○まもる（速度・合図等のルールや、交通弱者を「まもる！」
というキャッチフレーズを新たに設け、道路利用者ごとの取

◦犯罪・交通事故発生状況（平成30年７月末現在）

手当・給付のお知らせ
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　
療

療養費（コルセット等）
（7 月申請分）９月   7日㈮ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571

高額療養費
（8 月申請分）８月17日㈮

子ども医療費
心身障害者医療費
ひとり親家庭医療費

（7 月申請分）
８月30日㈭

保健福祉課
福祉推進係
子育て支援室
☎（82）1013
有線 0532

今月の納税・納付
納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

町県民税（２期）
国民健康保険税（３期）
介護保険料（３期）
後期高齢者医療保険料（１期）

8月31日㈮ 8月31日㈮

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）8月27日㈪ 8月31日㈮

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2018. 8
vol.74

終業式
　真備地域の生徒を中心に約40人が登校できない状況の中で行われた終
業式。まずは被災した生徒一人一人にフェイスtoフェイスのサポートを行
うこと。同時に登校できる生徒全員にいつもと変わらぬ質の高い教育を提
供できるように努めていくこと。校長からの式辞でした。

７月 19日㈭

学習支援＆災害支援ボランティア
　毎年矢掛町内の小学校に対して、総合コース１年生が行っている「学習
支援ボランティア」。今年は豪雨災害の復旧に関するボランティアも急遽組
み入れて、小学校、農村環境改善センター（災害復旧ボランティア窓口）な
どの様々な場所でそれぞれのボランティア活動を展開しました。

７月20日㈮～25日㈬

学校長より

災害復旧学習の時間
　小田川周辺に甚大な被害を及ぼした７月５日㈭～７日㈯の豪雨災害。
矢掛高校では７月９日㈪～11日㈬を休業し、12日㈭から学校再開。
多くの生徒が被害にあい、登校できない生徒も大勢いる中で、高校では何
ができるのか何をすべきなのか。まずは今回の災害の実態を知り、お互い
の情報を交換し合い、今後の復旧に向けてのイメージづくりを行うことか
ら始めました。

７月 13日㈮

今後のボランティア相談会
　被災地である小田川周辺に暮らす私たちでも、今実際この辺り一帯がど
んな状況になっているのかよく分かってはいない。現場をいろいろ回って
おられる「地域コーディネーター」（井辻さん）にお越しいただき、現在の
情報提供とこれからのボランティアの相談会を行っていただきました。

７月 23日㈪

いる生徒がたくさんいます。制服や教科書・問題集は無償提供していただけるこ
とになりましたが、今後も一人ひとりに寄り添いながら学校としてできる限りの
支援をしてまいりたいと考えております。被害に遭われた皆さんが一日も早く日
常を取り戻されますことを心よりお祈り申し上げますとともに、矢掛高校として
も生徒たちが健やかな学校生活を送れるよう全力で取り組んでまいります。

　先日の豪雨により、本校の多くの生徒が被害を受けました。現
在でも自宅外で生活していたり、大変な思いをしながら通学して

生徒会からのお願い

に役立つような募金活動から始めようと決めました。学校玄関（事務室前）に募
金箱を設置していますので、ご協力よろしくお願いします。

　このたびの災害復旧に対して、生徒会でも何かでき
ないかと考え、まずは被災して困っている友達のため

同窓会からのお知らせ

平成30年度

と　き：平成30年 11月18日㈰
　　　　受　付  10時
　　　　総　会  11時
　　　　懇親宴  12時～14時

ところ：倉敷アイビースクエア

連絡先：
　岡山県立矢掛高等学校事務室
　TEL.0866-82-0045

矢掛高校総会・同窓会
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集
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記

　災
害
か
ら
一
か
月
が
経
ち
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　災
害
現
場
で
カ
メ
ラ
を
片
手
に
自
分

の
無
力
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
こ
の
災
害

を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
自
分
の
役

割
だ
と
言
い
聞
か
せ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
り
ま
し
た
。

　恐
怖
さ
え
感
じ
た
豪
雨
、
堤
防
が
決

壊
し
て
水
に
浸
か
っ
た
風
景
、
一
転
し

て
猛
暑
の
中
漂
う
土
砂
や
災
害
ご
み
の

匂
い
、
額
に
汗
し
て
懸
命
に
作
業
を
す

る
被
災
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
姿
、
母
校
を
想
い
笑
顔
を
見
せ
て
く

れ
た
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な
一
つ
一
つ

の
場
面
を
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

　一
歩
ず
つ
前
へ
。
が
ん
ば
ろ
う
矢
掛
町
。

総務企画課秘書広報室
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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